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「今年
こ と し

のプレゼント第
だい

1号
ごう

は、きみです！」 

園長
えんちょう

 高地
こ う ち

 敬
たかし

 

 

『ゆかいなゆうびんやさん』という絵本
え ほ ん

をもう 30年
ねん

も前
まえ

に大藪
おおやぶ

先生
せんせい

からもらっ

てすごく楽
たの

しんだのですが、中
なか

に入
はい

っていた手紙
て が み

のほとんどが無
な

くなっていて、

とても残念
ざんねん

です。でも新発見
しんはっけん

。その翻訳
ほんやく

が、『100万回
まんかい

生
い

きたネコ』の佐野
さ の

洋子
よ う こ

さ

んでありました。七五調
しちごちょう

で訳
やく

してあって、見事
み ご と

です。同
おな

じころ『急行
きゅうこう

北極号
ほっきょくごう

』

という本
ほん

があって、いろんなところでその話
はなし

をしてきたのですが、改
あらた

めて読
よ

む

と、私
わたし

が勝手
か っ て

に強 調
きょうちょう

した話
はなし

になってしまっていて、残念
ざんねん

です。でも、これも

新発見
しんはっけん

。『急行
きゅうこう

北極号
ほっきょくごう

』の翻訳
ほんやく

は村上
むらかみ

春樹
は る き

さんでした。 

『急行
きゅうこう

北極号
ほっきょくごう

』は、サンタから素敵
す て き

な音
おと

の鳴
な

る鈴
すず

をもらうのですが、その鈴
すず

の音
おと

が大人
お と な

には聞
き

こえない。けれども、僕
ぼく

は大人
お と な

になっても鈴
すず

の音
おと

が聞
き

こえた。

「本
ほん

当
とう

に信
しん

じていれば、それはちゃんと聞
き

こえるんだよ」で終
お

わっていました。 

鈴
すず

をもらう前
まえ

に、「サンタは僕
ぼく

たちの方
ほう

に歩
ある

いてやってきて、僕
ぼく

を指
ゆび

さして、

言
い

った。「(プレゼントの第
だい

1号
ごう

は)この子
こ

に決
き

めるとしよう。何
なに

がほしいかな？」

と、ここは淡々
たんたん

と書
か

いてあるのですが、私
わたし

の脚 色
きゃくしょく

はこうでした。「サンタはそ

りの上
うえ

に乗
の

ってみんなを何度
な ん ど

も見渡
み わ た

し、そして、みんなに聞
きこ

こえる大
おお

きな声
こえ

で、

『今年
こ と し

のクリスマスプレゼントの第
だい

1号
ごう

は、きみです！』と僕
ぼく

を指
ゆび

さして、叫
さけ

び

ます。『さぁ、何
なに

がほしいかな？』」。サンタの大
おお

きな袋
ふくろ

に入
はい

っているおもちゃで

はなく、そりの鈴
すず

がほしいと言
い

ったというのもいい話
はなし

なのですが、「第
だい

1号
ごう

はき

みです！」と自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

大切
たいせつ

にされていると感
かん

じることは本
ほん

当
とう

にうれしいことだ

と、私自身
わたしじしん

が考
かんが

えてきたのだと思
おも

います。 

子
こ

どもたちは、きょうだいがいて、幼稚園
ようちえん

のお友
とも

達
だち

がいて、だからみんな

平等
びょうどう

だと言
い

われればその通
とお

りなのですが、「平等
びょうどう

は知
し

っている、けれども自分
じ ぶ ん

が一番
いちばん

に思
おも

われている」と感
かん

じることが大事
だ い じ

なのではないでしょうか。クリスマ

スに神さまからいただくイエスさまというプレゼントは、まず、わたしに向
む

けら

れておりました。今年
こ と し

も、「神
かみ

さまはまずわたしを大切
たいせつ

に思
おも

ってくださってい

る」ことを感
かん

じるクリスマスになればと思
おも

います。 


